
小論文解答例 

 

「アウトリーチ型産後ケアについて説明し、あなたの考えを500字以上～600字以内で述べなさい。」 

 

出題の意図 

受験者がアドミッションポリシーに示す看護師としての基礎的な学力を有しているかを評価することを目的と

し、アウトリーチ型の支援実践における看護職としての課題と課題解決に向けた考えを述べることができるかを

判断するものである。 

  

1．産後ケアにおけるアウトリーチ型の支援の理解 

産後ケア（宿泊型・デイサービス型・アウトリーチ型）の実施方法の一つである。 

アウトリーチ型は、専門のスタッフが直接家庭を訪問し、母親と赤ちゃんに対して育児や身体的・心理的なサ

ポートを提供するサービスであることを理解しているかを問う。 

２．看護職の立場から考える産後ケアの関連付け 

わが国における育児の現状を踏まえ、看護者としてどのように産後ケア事業を捉えているか考え、説明できる

能力を問う。 

３．課題解決の意識と行動力 

個人としてあるいはチームとして、課題解決に向けどのような行動を取るかを論理的に示せているかを問う。 

４．文章構成力と論理的表現力 

制限字数内で要点を整理し、読み手にわかりやすく、明確に伝える力を評価。 

 

 

解答例 

近年、核家族化や地域のつながりの希薄化により、産後の母親が孤立しやすい状況が指摘されている。こうし

た中で注目されているのが、支援者が家庭や地域に出向く「アウトリーチ型産後ケア」である。これは、母親や

家族が施設に出向くのではなく、助産師、保健師又は看護師等が直接訪問し、心身のケアや育児相談を行う支援

形態である。 

この方法の利点は、外出が困難な母親や、支援につながりにくい家庭にもアプローチできる点にある。産後は

身体的回復が不十分であり、精神的に不安定になりやすく、支援を求める余力がない場合も多い。アウトリーチ

型の支援方法は、支援を「待つ」のではなく「届ける」ことができ、孤立防止や早期の問題発見につながる。ま

た、日常生活の場で支援を受けられるため、母親が安心して本音を話しやすいという利点もある。 

一方で、訪問先でのプライバシー配慮や、支援者の人員確保、移動時間やコストの負担といった課題も存在す

る。さらに、単発的な訪問だけでは継続的な支援につながりにくいため、地域の医療機関や子育て支援センター

との連携体制が不可欠である。 

私は、アウトリーチ型産後ケアは、現代の子育て環境において必要性が高い支援形態だと考える。今後は、行

政と地域資源が協力し、誰もが安心して利用できる仕組みを整えることが求められる。支援を必要とする母親に

確実に届けるために、制度面と運営面の両方から改善を進めるべきである。 

（字数：約560字） 


